
































































調査は 2011 年 5 月に関西圏の大学に通う 18 歳～22 歳の女子学生で、普段から仲の良
い友人同士二人ずつ 8 組、計 16 名に対して行った。調査協力者はほぼ全員が関西圏（兵
庫、大阪、京都、奈良）の出身である。 
 
3．2 データ収集の方法   






















ロールカード A（改善要求側 S） 
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表 1．騒音場面での親疎関係別改善要求実行・不実行数 
 姉妹 親友 クラスメイト 初対面 
改善要求実行 15 15 4 0 
改善要求不実行 1 1 12 16 
計 16 16 16 16 
  










































表 2 は騒音場面に表れた≪改善要求≫の文機能とその形態に注目した分類表である。 
 
表 2．騒音場面における≪改善要求≫の分類 
 文機能と形態例 発話例 
1 ＜命令＞vii V て 音小さくして 
2 ＜助言＞viii V たほうがいい ちっちゃくした方がいい 
3 ＜依頼：クレル系＞ix  




V てもらえる、V てもらっていい 
小さくしてもらえないかな 
小さくしてもらってもいい 




【例 1 対 姉妹】＜命令＞ 
S1：お姉ちゃん、ちょっと音ちっちゃくして。（以下略） 
 
【例 2 対 親友】＜助言＞ 
S1：あのさー、ちょっと音楽漏れてるよ。(中略)ちっちゃくした方がいい。 
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【例 3 対 親友】＜依頼＞ 
S1：ねえ H ちゃん。（中略）若干小さくしてもらってもいい？若干でいいんやけど。 
 
次の 2 例は同一の調査協力者から得られた回答である。 
 
【例 4 対 親友】＜依頼＞ 
S1：(省略)あのー、今音楽きいてるやんな。(中略)ちょっと静かに、音下げてくれる？ 
 











文機能 姉妹 親友 クラスメイト 初対面の相手 
＜命令＞ 8 0 0 0 
＜依頼：クレル系＞ 4 1 0 0 
＜助言＞ 2 1 0 0 
＜依頼：モラウ系＞ 0 3 0 0 
＜願望表出＞ 0 0 2 0 



























間接的≪改善要求≫には S の感情表出や H、またはその場の状態の描写が含まれるが、騒
音場面では表 4 にあげる 6 種類が確認できたxi。 
 
表 4．騒音場面における間接的≪改善要求≫の分類 




















4 ＜S の不利益の告知＞ 








































【例 7 対 姉妹】＜マイナス評価語＞ 









表 5 は親疎関係ごとの間接的≪改善要求≫の使用数を種類別に見たものである。 
 
表 5．間接的≪改善要求≫の親疎関係別使用範囲と使用数（併用使用あり） 
発話の種類・内容 姉妹 親友 クラスメイト 初対面の相手 
＜マイナス評価語＞ 5 2 0 0 






＜中立語彙・表現＞ 0 3 2 0 
＜拘束力＞ 0 1 0 0 
＜H への明確化要求＞ 0 0 2 0 
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生センター日本語教育論集』第 9 号 
山岡政紀（2008 )『発話機能論』くろしお出版 
Brown,P. and S.Levinson.  Politeness : Some universals in language usage . 
Cambridge: Cambridge University Press. 1987 
                                                 
i 文機能とは談話レベルではなく文単位の機能を指す。詳しくは山岡（2008）を参照されたい。なお、本
稿では山岡（2008）に倣い、文機能を＜＞で、その上位区分となる発話機能を≪≫で表示する。 
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くは pp.248-249 を参照されたい。 
x  蒲谷（2013）では「相手に決定権を与える構造を持つ行為が原理的に丁寧なものになる」と述べてい
る。詳しくは pp.233-238 を参照のこと。 
xi  山岡（2008）における間接的≪改善要求≫の分類は＜感情表出＞と＜状態描写＞の二種となっている
が、本稿では S の感情表出の度合いや事態に対する評価の表出度合いという観点から再分類を行った。 
xii  田中（1993）は、単語について「自身の中にプラスかマイナスの意義を本来備え持っているような語
と、本来はそのいずれの意義もになっていない語、すなわち中立的な語とに分けられる」とし、前者
を「本義的に評価性を持つもの」、後者を「外的な要因によるもの」としている。本稿では、「本義的
に評価性をもつ」単語のうち、マイナスの意義を持っている単語を特に「マイナス評価語」と呼ぶこ
とにする。 
